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東大阪  八尾へも

左から飯森勇太さん、飯森洋子常務、飯森広明会長、野田
邦雄相談役、手締めをした足立克己専務理事、野田稻さん、
山本秀雄社長、林一顧問、西中圭輔製造課長

熱い思いを語る宇都隆史参議院議員

経験を基に熱弁をふるう中山泰秀氏

ホ
ル
ブ
・
メ
ロ
ス
ラ
バ
ー
さ
ん
（
右
）
が
サ

イ
ン
す
る
の
を
手
伝
う
松
本
オ
リ
ハ
さ
ん

「
で
き
な
い
」と
言
わ
な
い  

常
に
挑
戦

設立50周年記念祝賀会設立50周年記念祝賀会

参
議
院
議
員
宇
都
隆
史
と

日
本
の
安
全
保
障
を
考
え
よ
う
in
関
西

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
学
ぶ
、日
本
の
サ
バ
イ
バ
ル
戦
略

広域

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

2日  話題の本「ゼレンスキー勇気の言葉100」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
9日  ゲスト ： 米丸淳司さん
　　　「12年目のほぐれて屋瓢箪山店」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
16日  ゲスト ： 栗林秀一さん
　　　「町の書店だからできること」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
23日  ゲスト ： 清水隆裕さん
　　　「町工場の社長になる」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）
30日  今月の感動話
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

6月

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2022・6・1

　

コ
ロ
ナ
現
象
の
一
つ
に「
コ
ロ
ナ
貯
蓄
」

が
あ
る
。「
ひ
き
こ
も
り
」
な
ど
で
家
計

に
た
ま
っ
た
貯
蓄
の
こ
と
。
日
銀
の
試
算

で
は
２
０
２
１
年
末
時
点
で
約
50
兆
円

と
、
わ
ず
か
１
年
で
２
・
５
倍
に
膨
ら
ん

だ
と
い
う
（
今
年
３
月
末
は
約
55
兆
円
程

度
）。
消
費
し
投
資
し
な
け
れ
ば
活
き
な
い
。
使

っ
て
な
ん
ぼ
の
世
界
が
経
済
だ
。

　

東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
の
３
月
期
決
算
の
ほ

と
ん
ど
が
「
増
収
増
益
」。

世
界
経
済
が
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
回
復
し
、
円
安
が
輸
出
企
業
の
収
益
を
押
し

上
げ
た
が
、
電
力
や
建
設
は
天
然
ガ
ス
や
建
設
コ

ス
ト
高
で
減
益
だ
っ
た
。

　

今
期
（
２
０
２
３
年
３
月
期
）
は
ど
う
か
。
コ

ロ
ナ
対
策
の
経
済
活
動
制
限
の
緩
和
が
進
み
、
人

び
と
は
「
縛
ら
れ
感
」
か
ら
解
き
放
た
れ
、
行
動

範
囲
は
広
が
る
だ
ろ
う
。
連
合
の
ま
と
め
に
よ
る

平
均
賃
上
げ
率
は
２
・
１
％
、
４
月
消
費
者
物
価

上
昇
率
は
前
年
同
月
比
２
・
１
％
上
昇
し
た
。
企

業
業
績
の
回
復
傾
向
は
続
く
に
し
て
も
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
、
急
激
な
円
安
、
原
材
料
価
格
の
上
昇

に
加
え
食
料
品
や
運
賃
な
ど
が
軒
並
み
値
上
げ
す

る
な
ど
不
安
要
素
も
あ
る
。
経
済
が
活
性
化
す
る

好
循
環
の
兆
し
が
垣
間
見
え
る
の
だ
が
生
活
防
衛

策
は
堅
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

企
業
版
コ
ロ
ナ
貯
蓄
は
利
益
の
内
部
留
保
で
あ

る
。
稼
い
だ
お
金
は
賃
上
げ
や
株
主
配
当
に
分
配

さ
れ
還
流
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ゴ
ー

イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
（
企
業
継
続
）
の
観
点
か

ら
す
る
と
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
を
取
り
入
れ
た
「
ス

マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
建
設
や
今
あ
る
工
場
を

「
デ
ジ
タ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
無
人
化
や
リ

モ
ー
ト
化
に
果
敢
に
切
り
替
え
る
こ
と
だ
。
生
ま

れ
た
時
か
ら
デ
ジ
タ
ル
人
間
で
あ
る
「
Ｚ
世
代
」

が
主
役
と
な
っ
た
。
若
手
技
術
者
を
最
先
端
技
術

国
へ
送
り
込
み
脱
炭
素
社
会
実
現
の
研
究
開
発
な

ど
に
タ
ッ
チ
さ
せ
た
い
。

　

よ
く
我
慢
し
た
。
も
う
縛
ら
れ
た
く
な
い
、
思

い
切
り
は
ね
を
伸
ば
し
、
遠
く
へ
、
旅
に
出
る
と

し
よ
う
。

晴耕雨読

コ
ロ
ナ
貯
蓄
を
使
お
う

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所
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ホ
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運
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免
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社

摂
津
金
属
工
業
所

〒
578-

0901
東
大
阪
市
加
納
４―

14―
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◆
イ
タ
リ
ア
・
ア
デ
ジ
ェ
社
製
の
最
新
鋭
パ

イ
プ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
（
写
真
）、
ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
等
の
最

新
鋭
設
備
が
フ
ル
稼
働
。

◆
パ
イ
プ
材
は
自
社
工
場
造
管
設
備
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
供
給
。
パ
イ
プ
材
を
主
と
し

た
板
金
加
工
な
ら
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
店
舗
用
陳
列
台
・
陳
列
金
物
・
住
宅
設
備
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役

田
中
啓
司

株
式
会
社
河
内
鉄
工
所

堺
市
堺
区
北
庄
町
３
丁
１―

17

河
内 

修

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

２
２
１―

４
４
５
５

自
社
製
作
金
型
に
よ
る
品
質
管
理
・
短
納
期
対
応

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
積
極
的
に
開
発
・
販
売

（
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
）

逃げるんだ・登るんだ

津波による人的被害を
ゼロにしたい

平成27年度大阪府　中小企業新商品購入制度の認定商品

避難階段の決定版  簡易設置式くさり階段

NPO法人 災害避難研究所
                           （理事長 松茂良興治）
〒578-0932　東大阪市玉串町東 2-5-39
TEL 072-925-3450　FAX 072-922-9653
MOB 090-1020-2682

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　
　
　

に
至
る
ま
で

四六判 284 頁並製本
定価3,300 円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

２
０
１
４
年
１
月
〜
２
０
２
２
年
３
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
実
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
綴
っ
た
連
載
小
説
が
一
冊

に
。
マ
イ
ダ
ン
革
命
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
ま
で
。

河
内
小
阪
駅
前
の
栗
林
書
房
で
発
売
中

小
野
元
裕

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
会
長

誰
も
知
ら
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
素
顔

緊
急
出
版

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
避
難
民
と
な
っ

た
国
内
外
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

義援金受付中

日本ウクライナ文化交流協会
〒 581-0013  八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072-926-5134  FAX 072-921-6893

　

午
前
11
時
30
分
か
ら
参

加
者
全
員
で
写
真
撮
影
が

行
わ
れ
、
12
時
に
開
演
と

な
っ
た
。

　

初
め
に
創
業
者
、
野
田

邦
雄
相
談
役
（
93
）
が
登

壇
し
、
創
業
の
思
い
を

語
っ
た
上
、
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
た
。

　

昭
和
20
年
11
月
、
旧
満

洲
国
新
京
市（
現
長
春
市
）

郊
外
の
難
民
収
容
所
で
唯

一
手
に
入
っ
た
穀
物
、
高

梁
（
タ
カ
キ
ビ
）
の
玄

米
を
炊
飯
す

る
た
め
に
作
っ

た
鍋
が
原
点
と

い
う
。
そ
の
ま

ま
で
は
固
く
て

食
べ
ら
れ
ず
煮

る
必
要
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、

鍋
が
な
い
。
そ

こ
で
、
ペ
チ
カ

（
暖
炉
）
に
貼

り
付
け
て
あ
る

鉄
板
が
目
に
止
ま
り
、
剥

ぎ
取
っ
て
材
料
と
し
た
。

初
め
て
の
金
属
加
工
で
戸

惑
っ
た
が
、
生
き
る
た
め

に
成
し
と
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
一
心
で
取
り
組
ん

だ
。
捨
て
ら
れ
て
あ
っ
た

ハ
サ
ミ
や
金
槌
を
拾
っ
て

き
て
道
具
作
り
か
ら
始

め
、
零
下
30
度
の
極
寒
の

な
か
、
工
夫
を
重
ね
知
恵

を
絞
っ
て
作
り
上
げ
た
。

飢
え
に
苦
し
む
同
胞
に
渡

す
と
、大
い
に
喜
ば
れ
た
。

「
人
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
の
嬉
し
さ
と
満
足

感
を
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
野
田
相

談
役
。

　

こ
れ
が
ま
さ
に
創
業
の

精
神
だ
。

　

同
社
は
量
よ
り
も
個
を

大
切
に
し
、
お
客
さ
ん
に

対
し
て
「
で
き
な
い
」
と

言
わ
な
い
こ
と
を
鉄
則
と

す
る
。
そ
の
た
め
、
常
に

挑
戦
し
続
け
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍

す
る
現
代
美
術
作
家
、
野

田
正
明
氏
（
72
）
の
仕
事

を
受
け
た
の
も
こ
の
精
神

か
ら
だ
。
広
島
県
福
山
市

新
市
町
出
身
の
野
田
氏

は
、
同
町
か
ら
シ
ン
ボ
ル

的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
依

頼
さ
れ
た
。
ア
イ
デ
ア
は

す
ぐ
に
浮
か
ん
だ
。
金
属

を
曲
げ
て
世
の
中
に
な
い

も
の
を
作
ろ
う
と
す
る

が
、
形
に
す
る
会
社
が
見

つ
か
ら
な
い
。
計
算
上
で

作
り
上
げ
る
工
業
製
品
と

違
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
で

作
っ
て
い
く
芸
術
品
は
根

底
か
ら
作
り
方
が
違
う
。

と
こ
ろ
が
、
野
田
相
談
役

は
違
っ
た
。「
で
き
な
い
」

と
は
言
わ
ず
、「
や
り
ま

す
」
と
答
え
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
、
完
成
さ
せ

た
。
そ
れ
か

ら
23
年
間
、

野
田
氏
は
全

て
同
社
に
製

作
を
依
頼
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
同

社
は
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
モ
ノ
づ
く
り
の

喜
び
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
工
場
見
学
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
見
学
者
は
７
、
５
３
５

人
。
驚
き
の
人
数
だ
。

　

野
田
相
談
役
の
挨
拶
の

後
、
設
立
当
初
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
大
阪
シ

テ
ィ
信
用
金
庫
の
髙
橋
知

由
し
、
東
大
阪
市
に
住
む

長
女
松
本
オ
リ
ハ
さ
ん

（
41
）
を
頼
っ
て
４
月
７

日
に
来
日
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
職
員
が
手
厚
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

無
事
に
来
日
で
き
た
と
感

謝
し
て
い
た
。
現
在
は
娘

夫
婦
と
孫
の
４
人
暮
ら

し
。

　

５
月
16
日
、
東
大
阪
市

か
ら
避
難
生
活
を
助
け
る

支
援
一
時
金
30
万
円
の
給

付
を
受
け
た
。
ホ
ル
ブ
さ

ん
は
「
あ
り
が
と
う
」
と

日
本
語
で
お
礼
を
述
べ

た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日
本

へ
の
避
難
民
は
１
、
０
０

０
人
を
超
え
た
。
東
大
阪

市
、
八
尾
市
に
も
避
難
し

て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
の
テ

ル
ノ
ピ
リ
に
暮
ら
し
て
い

た
ホ
ル
ブ
・
メ
ロ
ス
ラ

バ
ー
さ
ん
（
68
）
は
戦
禍

を
逃
れ
る
た
め
ポ
ー
ラ
ン

ド
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
経

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
オ

デ
ー
サ
で
暮
ら
し
い
た
ナ

タ
リ
ア
・
オ
レ
イ
ニ
ク
さ

ん
（
49
）
は
長
男
マ
ク
シ

ム
君
（
16
）
と
長
女
ダ
リ

ナ
さ
ん
（
13
）
を
連
れ
て

４
月
６
日
に
来
日
し
た
。

大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
に
滞

在
し
た
後
、
５
月
22
日
に

八
尾
市
に
引
っ
越
し
て
き

た
。
八
尾
市
在
住
の
40
代

男
性
か
ら
日
本
ウ
ク
ラ
イ

ナ
文
化
交
流
協
会
（
小
野

元
裕
会
長
、
八
尾
市
山
本

町
南
６
―
２
―
29
）
に
賃

貸
住
宅
の
１
室
を
１
年
間

無
償
で
提
供
す
る
と
い
う

申
し
出
が
あ
り
、
実
現
し

た
。

　

５
月
23
日
に
八
尾
市
役

所
で
住
民
登

録
や
支
援
一

時
金
の
申
請

を
行
っ
た
。

八
尾
市
で
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
が
安

心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う

生
活
基
盤
の

準
備
経
費
お

よ
び
当
面
の

生
活
費
と
し
て
支
援
金
の

支
給
を
実
施
す
る
。
１
人

世
帯
20
万
円
、
２
人
世
帯

　
「
参
議
院
議
員
宇
都
隆

史
と
日
本
の
安
全
保
障
を

考
え
よ
う
in
関
西
」
が
５

月
22
日
大
阪
新
阪
急
ホ
テ

ル
紫
の
間
（
大
阪
市
北

区
芝
田
１
）
で
開
か
れ

た
。
前
防
衛
副
大
臣
・
元

外
務
副
大
臣
の
中
山
泰
秀

氏
（
51
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
学
ぶ
、

日
本
の
サ
バ
イ
バ
ル
戦

略
」
と
題
し
、
宇
都
隆
史

参
議
院
議
員
（
47
）
と
の

熱
い
対
談
が
行
わ
れ
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
か
ら
中
国
の
覇

権
主
義
的
動
向
、
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
開
発
ま
で
話

題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
約

１
１
０
人
の
参
加
者
は
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に

聞
い
て
い
た
。

　

こ
の
日
は
舞
鶴
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
、

大
阪
と
舞
鶴
で
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
同
時
に
開
催
さ

れ
た
。

右からナタリア・オレイニクさん、通訳、
ダリナさん、マクシム君

40
万
円
、
３
人
世
帯
以
上

50
万
円
を
現
金
で
一
括
支

給
す
る
。

　

霧
山
文
三

郎
さ
ん
（
本

名
・
野
瀬

泰
良
さ
ん
、

74
）
＝
写
真

＝
の
新
刊
書

「
激
闘
！　

南
北
朝
」（
ド

ニ
エ
プ
ル
出

版
）
の
出
版

記
念
会
が
５

月
19
日
に
た

か
つ
ガ
ー
デ

ン
（
大
阪
市

天
王
寺
区
東

高
津
町
７
）

で
開
か
れ
、

友
人
知
人
ら
約
70
人
が

参
加
し
て
祝
っ
た
。

　

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文

化
交
流
協
会
会
長
で
本

紙
東
大
阪
新
聞
社
社
長

の
小
野
元
裕
（
52
）
の

時
事
ス
ピ
ー
チ
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
今
」
の
後
、

霧
山
さ
ん
が
「
歴
史
ミ

ス
テ
リ
ー
の
推
理
と
創

作
」
と
題
し

て
講
演
を
行

い
、
本
書
執

筆
の
裏
話
な

ど
を
披
露
し

た
。

　

質
疑
・
応

答
の
後
、
出

張
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
（
川

野
裕
満
子
さ

ん
、
田
中
人

美
さ
ん
、
高

橋
ち
こ
さ

ん
）
に
よ
る

朗
読
劇
「『
湊

川
か
ら
の
生

還
者
』
よ
り
」
が
行
わ

れ
た
。
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
も
の
で
、
参
加
者
は

食
い
入
る
よ
う
に
聞
い

て
い
た
。

史
理
事
長
（
72
）
が
来
賓

祝
辞
を
行
っ
た
。
荒
波
を

乗
り
越
え
50
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

野
田
相
談
役
の
世
界
を
見

る
目
と
先
見
性
、
会
社
の

団
結
力
だ
と
分
析
し
た
上

で
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

こ
の
日
に
合
わ
せ
て
同

社
の
玄
関
前
に
設
置
す

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
完

成
さ
せ
た
。
作
り
手
で

あ
る
野
田
氏
と
野

田
相
談
役
が
登
壇

し
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
使
っ
て
除
幕
式

を
行
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
野

田
氏
が
乾
杯
の
発

声
を
行
い
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
宴

会
へ
と
移
っ
た
。

同
社
に
は
芸
達
者
な
社
員

が
多
く
、
こ
の
日
は
森
広

充
設
計
課
長
（
49
）
が
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
を
披
露

し
た
。
玄
人
は
だ
し
の
実

力
で
、
参
加
者
を
惹
き
つ

け
た
。

　

途
中
に
来
賓
祝
辞
と
し

て
、
上
西
会
計
事
務
所
の

上
西
通
氏
税
理
士
（
68
）

と
本
紙
東
大
阪
新
聞
社
社

長
の
小
野
元
裕
（
52
）
が

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
、
同
社
の
発
展
を
讃
え

た
。

　

最
後
は
役
員
紹
介
の

後
、
西
中
圭
輔
製
造
課
長

（
48
）
が
登
壇
し
、〝
社
員

か
ら
の
言
葉
〞
と
し
て
会

社
の
現
状
と
お
礼
を
述
べ

た
。

　

社
長
の
お
礼
の
挨
拶
で

締
め
る
の
が
一
般
的
だ
が
、

社
員
が
代
表
し
て
お
礼
を

述
べ
た
の
に
は
驚
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
会
社
を
取
材

し
て
き
た
が
、
初
め
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
者
は
驚

き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

　

し
か
も
、
そ
の
お
礼
の

挨
拶
が
簡
単
な
も
の
で
は

な
く
、
筋
が
一
本
通
っ
た

も
の
で
、
聞
く
者
を
感
動

さ
せ
る
力
が
あ
っ
た
。
経

営
理
念
「
私
た
ち
は
、
人

の
和
を
基
と
し
、
常
に
創

意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
会

社
の
発
展
と
従
業
員
の
幸

せ
を
は
か
り
、
お
得
意
先

を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し

ま
す
」
の
暗
唱
に
も
舌
を

巻
い
た
。

　

一
般
社
団
法
人
大
阪

モ
ノ
づ
く
り
観
光
推
進
協

会
の
足
立
克
己
専
務
理
事

（
71
）に
よ
る
手
締
め
で
会

は
華
や
か
に
閉
じ
ら
れ
た
。

来賓祝辞を述べる
上西通氏税理士

来賓祝辞を述べる
髙橋知史理事長

除幕式をする野田正明氏
（左） と野田邦雄相談役

　

東
大
阪
市
を
代
表
す
る
企
業
、
野
田
金
属
工
業
株
式
会
社
（
山
本
秀
雄
社

長
、
東
大
阪
市
鴻
池
徳
庵
町
４
―
８
）
が
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
祝
賀

会
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
（
大
阪
市
中
央
区
城
見
１
）
で
開
か
れ

た
。
18
テ
ー
ブ
ル
中
15
テ
ー
ブ
ル
が
社
員
と
そ
の
家
族
に
用
意
さ
れ
、
ま
さ

に
社
員
に
よ
る
社
員
の
た
め
の
会
だ
っ
た
。約
１
０
０
人
の
参
加
者
の
う
ち
、

13
人
と
い
う
来
賓
数
か
ら
も
よ
く
分
か
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民

「激闘！ 南北朝」 出版記念会

霧山文三郎さ　
　ん講演

野田金属工業株式会社

熱演する森広充
設計課長

ウクライナの人道支援コンサート

2022年６月25日（土）15時 開演　14時 開場

「ウクライナの平和を祈ろう！」

開場　ザ・シンフォニーホール
Ono Aki(ヴォーカル)
荻野　育子（ソプラノ）
徳本　早織（フルート）
大竹　　葵（ピアノ）
迫川　ゆり（ピアノ）
村上　祥子（ピアノ）

第九
中村　容子（ソプラノ）
杉林　貴子（アルト）
西垣　俊朗（テノール）
松澤　政也（バリトン）

演奏
・シンフォニア・アルシスOSAKA
・人道支援ボランティア・オーケストラ

収益金は在日ウクライナ大使館へ
寄附されます

料金　一般4,000円全席指定、小学生以下500円、学生2,000円（高校生以下）
チケット予約　ザ・シンフォニーチケットセンター　06-6453-2333
お問い合わせ　ミュージック・アート・ステーション　06-6836-7067
【主催】ウクライナ救済のための支援グループ【協賛】日本ウクライナ文化交流協会



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和４年６月１日（水）

美
味
し
い
フ
レ
ン
チ
提
供

美
味
し
い
フ
レ
ン
チ
提
供

喜
ん
で
も
ら
い
た
い

喜
ん
で
も
ら
い
た
い

近
鉄
八
尾
駅
前

近
鉄
八
尾
駅
前 

フ
レ
ン
チ

フ
レ
ン
チ 

ＭＭま
　る
　く

ま
　る
　く

Ａ
ｒ
ｃ
Ａ
ｒ
ｃ

ウクライナ支援チャリティーコンサートウクライナ支援チャリティーコンサート
ウクライナ支援活動報告もウクライナ支援活動報告も

　

近
鉄
八
尾
駅
の
裏
通
り

を
歩
い
て
い
る
と
、
お

し
ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を

見
つ
け
た
。

　

記
者
は
吸
い
込
ま
れ
る

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

リ
ヴ
ィ
ウ
の
日
本
語
ク
ラ
ブ
に
誘
わ
れ
ゲ
ス
ト

参
加
す
る
こ
と
に
。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
カ
フ
ェ

に
着
く
と
、
も
う
６
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
挨
拶
の
言
葉
が
出
そ
う
に
な

っ
た
が
、
日
本
語
ク
ラ
ブ
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出

し
、
か
し
こ
ま
っ
て
「
は
じ
め
ま
し
て
」
と
お
辞

儀
し
た
。

　

６
人
は
サ
ッ
と
起
立
し
、「
は
じ
め
ま
し
て
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
。
丁
寧
す

ぎ
る
ほ
ど
丁
寧
な
挨
拶
に
吹
き
出
し
そ
う
に
な
っ

た
が
、
ぐ
っ
と
こ
ら
え
る
。

　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
、
で
い
い
で
す
よ
」

　

そ
う
言
う
と
、
６
人
は
そ
れ
ぞ
れ
ノ
ー
ト
を
取

り
出
し
て
、
メ
モ
し
始
め
た
。
い
き
な
り
日
本
語

の
授
業
が
始
ま
っ
た
よ
う
な
堅
苦
し
い
雰
囲
気
に

な
り
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
冗
談
を
言
い
な
が
ら

席
に
着
き
、
コ
ー
ヒ
ー
を
頼
ん
だ
。

　

６
人
は
大
学
生
で
、
男
女
半
々
。
ど
う
や
ら
カ

ッ
プ
ル
の
よ
う
だ
。

サ
ー
シ
ャ
君
が
私
の

こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

日
本
語
で
少
し
ず

つ
会
話
が
進
む
。
日

本
語
の
能
力
は
バ
ラ

バ
ラ
。
女
の
子
た
ち

の
方
が
よ
く
喋
る
。

日
本
の
女
子
学
生
も

同
じ
だ
。

　

話
題
が
「
今
、
困

っ
て
い
る
こ
と
」
に

な
っ
た
。
１
人
の
男

子
学
生
が
「
ガ
ソ
リ

ン
が
な
く
て
困
っ
て

い
ま
す
」
と
切
り
出
す
と
、
皆
が
首
を
縦
に
振
っ

た
。

　

聞
い
て
み
る
と
、
こ
の
と
こ
ろ
ガ
ソ
リ
ン
が
不

足
し
、
気
軽
に
車
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
。
女
子
学
生
が
「
父
の
自
動
車
は
ガ
ソ
リ
ン
が

あ
と
10
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
す

る
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
を
残
さ
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
今
は
車
に
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
。
話
が
深

み
に
は
ま
り
、
重
た
い
空
気
に
な
っ
た
。

　

２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
遅
れ
て
入
っ
て
き
た
。
４

人
と
も
笑
顔
だ
。

　
「
カ
ル
シ
ュ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
優
勝
し
た
ん

だ
」

　

イ
タ
リ
ア
北
部
ト
リ
ノ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
欧

州
最
大
級
の
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
「
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
バ
ン

ド
が
、
母
親
へ
の
愛
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た

曲
「
ス
テ
フ
ァ
ニ
」
を
披
露
し
優
勝
し
た
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
197　

ユーロビジョンでカルシュ・オーケストラ優勝

ウクライナ

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化・スポーツ振興課 072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

7日  大阪北区倫理法人会副会長　西堂路栄治氏「『人の喜び我が喜び』単会運営に関わったから気付いた数多くの学び」
14日  豊中市倫理法人会会員　森源太氏「命を使う～自分に生まれた役割～」
21日  大阪府倫理法人会女性委員長　粕谷香澄氏「信念が道を拓く」
28日  八尾市倫理法人会実行委員　山本みどり氏「苦難は幸福の門 ～許すことの大切さ～」

16日  倫理研究所法人局普及事業部近畿方面担当研究員　呉屋嘉治氏「ギャップを埋める」
23日  大阪府倫理法人会普及特別プロジェクトリーダー　村上秀樹氏「思い通りにならないのもよい ～解釈力と覚悟」
30日  大阪鴻池倫理法人会幹事　田口善康氏「倫理で深まった幸福感と仕事観」

2日  大阪みなと倫理法人会会長　佐治瑞枝氏「捨てる実践で見えた自分の心」
9日  大阪府倫理法人会大阪東部地区副地区長　馬場勇佑氏「『喜働』からの気付き」

3日  大阪府倫理法人会女性名誉委員長　國場佳代氏「今を大切に生きる」  

17日  大阪府倫理法人会普及特別プロジェクトリーダー　村上秀樹氏「思い通りにならないのもよい～解釈力と覚悟」
10日  倫理研究所法人局普及事業部近畿方面担当研究員　呉屋嘉治氏「ひらめき」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23456月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09686月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46776月の予定

24日  千里中央倫理法人会副会長　前田智之氏「主体変容～過去と他人 未来と自分～」

（
つ
づ
く
）

在日ウクライナ大使館
公式ツイッター

ウ
ク
ラ
イ
ナ
発
信
の

情
報
を
知
ろ
う

「
更
生
」と
は
な
に
か

「
更
生
」と
は
な
に
か

八
尾
地
区
保
護
司
会
に
聞
く

第
４
回

保
護
司
の
苦
悩

　
「
我
々
は
あ
く
ま
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か
ら
、

公
的
権
力
を
持
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。家
裁
に
、

も
う
一
度
審
判
を
受
け
さ

せ
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
本

当
に
手
間
の
か
か
る
作
業

を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は

そ
れ
で
は
荷
が
重
過
ぎ

る
」と
胸
の
内
を
明
か
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

更
生
を
願
っ
て
活
動
は
し

て
い
る
が
、
感
謝
さ
れ
る

割
合
と
、
再
犯
に
な
っ
て

努
力
が
無
に
帰
し
た
と
き

の
失
望
感
な
ら
、
失
望
感

の
方
が
多
い
と
い
う
。
再

犯
で
警
察
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
と
、
そ
の
後

接
見
は
可
能
だ
が
、
あ
と

は
事
後
報
告
書
を
作
成
し

て
保
護
観
察
所
に
送
付
す

る
手
続
き
を
取
る
。

　

対
象
者
は
悩
み
な
ど
ま

ず
打
ち
明
け
て
く
れ
な
い

と
い
う
。
通
常
、「
そ
こ
ま

で
の
信
頼
関
係
を
築
け
な

い
」
と
赤
塚
副
会
長
は
語

る
。
し
か
し
、「
心
を
開
い

て
く
れ
て
、
こ
ち
ら
の
思

う
と
お
り
に
環
境
を
全
部

調
整
し
て
、
う
ま
く
い
く

こ
と
も
あ
る
」。
保
護
司

を
や
っ
て
い
て
充
実
感
を

味
わ
え
る
時
だ
。
赤
塚
副

会
長
が
担
当
し
た
少
年
の

ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

　

当
時
16
歳
の
高
校
生
が

非
行
に
走
り
、
窃
盗
で
捕

ま
る
。
私
学
の
高
校
に

通
っ
て
い
た
少
年
は
、
夏

休
み
の
間
に
保
護
観
察
処

分
を
受
け
る
。
９
月
に
登

校
す
る
と
退
学
を
言
い
渡

さ
れ
る
が
、「
保
護
観
察

で
、
き
っ
ち
り
立
ち
直
ら

せ
る
の
で
退
学
処
分
を
と

ど
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
赤

塚
副
会
長
は
願
い
出
る
。

「
授
業
日
数
が
足
り
ず
こ

の
ま
ま
で
は
留
年
に
な
る

の
で
、
そ
こ
は
補
講
し
て

く
れ
な
い
か
」
と
ま
で
申

し
出
る
。
高
校
側
は
そ
れ

を
受
け
入
れ
、
少
年
は
な

ん
と
か
卒
業
す
る
。
そ
し

て
、
あ
る
大
学
の
短
期
大

学
部
へ
入
学
し
た
少
年

に
、「
１
年
頑
張
っ
て
４

年
制
に
鞍
替
え
し
ろ
」
と

励
ま
し
、
彼
は
見
事
編
入

試
験
に
合
格
す
る
。
そ
の

時
点
で
「
良
好
解
除
」
に

な
っ
た
。
後
に
彼
は
お
礼

の
挨
拶
に
来
た
と
い
う
。 「

１
件
で
も
こ
う
い
う
こ

と
が
あ
る
と
、
や
っ
て
い

て
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と

赤
塚
副
会
長
は
振
り
返

る
。保

護
司
会
の
活
動

　

八
尾
地
区
保
護
司
会
に

は
現
在
82
人
の
保
護
司
が

登
録
し
て
い
る
。
八
尾
市

曙
川
東
に
あ
る
更
生
保
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は

定
期
的
に
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
書
類
の
書
き
方
、

対
象
者
と
の
接
し
方
な
ど

の
勉
強
会
、
保
護
観
察
官

を
招
い
て
年
４
回
の
研
修

な
ど
を
開
き
研
鑽
を
積
ん

で
い
る
。

　

八
尾
地
区
保
護
司
会

は
、地
域
社
会
の
犯
罪
・
非

行
の
未
然
防
止
の
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
更
生
保
護
女

性
会
や
、
少
年
た
ち
の
自

立
支
援
に
向
け
た
活
動
を

行
う
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
（
Ｂ
ｉ
ｇ

Ｂ
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ

ａ
ｎ
ｄ
Ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ

Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
な

ど
と
も
連
携
し
、
更
生
保

護
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
違
法
薬
物
等
に
接
触
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

保
護
司
会
は
小
中
学
校
へ

出
前
教
室
を
す
る
な
ど
予

防
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
よ
い
と
こ
ろ
で

す
」
と
赤
塚
副
会
長
は
胸

を
張
る
。

協
力
雇
用
主

　

令
和
３
年
の
「
犯
罪
白

書
」
に
よ
る
と
、
再
犯
者

の
割
合
を
示
す「
再
犯
率
」

は
過
去
最
悪
の
49
・
１
％

だ
っ
た
。
平
成
23
年
か
ら

平
成
27
年
ま
で
の
保
護
統

計
年
報
の
累
計
で
は
、
有

職
者
・
無
職
者
別
再
犯
率

は
有
職
者
７
・
７
％
に
対

し
て
無
職
者
26
・
５
％
と

約
３
倍
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
再
犯
防
止
の
た
め
に

は
職
業
に
就
き
（
出
番
）、

住
む
場
所
を
確
保
す
る
こ

と
（
居
場
所
）
が
重
要
だ
。

　

保
護
観
察
の
対
象
者
に

と
っ
て
は
、
待
遇
や
就
労

上
の
差
別
を
し
な
い
で
雇

用
し
、
そ
の
更
生
、
社
会

復
帰
を
積
極
的
に
援
助
す

る
民
間
の
協
力
雇
用
主
の

存
在
は
大
き
い
。「
反
省

は
１
人
で
も
で
き
ま
す

が
、
更
生
は
１
人
で
は
で

き
ま
せ
ん
」
と
協
力
雇
用

主
で
も
あ
る
日
本
商
運
株

式
会
社
社
長
の
田
中
康
正

さ
ん
（
56
）
は
、
本
紙
昨

年
12
月
１
日
号
で
語
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
協
力
雇
用

主
の
小
澤
輝
真
氏
の
著

書
「
余
命
３
年　

社
長
の

夢
」（
あ
さ
出
版
）
に
よ

る
と
、
現
実
は
就
職
し
て

も
８
割
が
辞
め
る
と
い

う
。「
少
年
た
ち
は
職
を

探
す
の
に
辞
め
や
す
い
と

こ
ろ
を
当
た
り
ま
す
。
い

や
だ
っ
た
ら
辞
め
る
と
い

う
考
え
で
す
。
雇
用
主
会

を
通
す
と
辞
め
に
く
い
の

で
、
行
き
た
が
ら
な
い
の

で
す
。
雇
用
主
は
更
生
さ

せ
る
こ
と
を
ま
ず
第
一
に

考
え
ま
す
。
だ
か
ら
ル
ー

ル
が
厳
し
く
縛
り
が
キ
ツ

イ
の
で
す
。
熱
心
な
雇
用

主
は
土
日
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
名
目
で
、
遊
び

に
連
れ
て
行
く
な
ど
し
て

ず
っ
と
関
わ
っ
て
い
ま

す
」
と
赤
塚
副
会
長
は
説

明
す
る
。「
定
着
率
の
低

さ
の
理
由
は
、
生
い
立
ち

を
通
し
て
会
得
し
た
性
格

や
、
忍
耐
力
の
希
薄
さ
が

原
因
で
し
ょ
う
。
生
ま
れ

て
き
た
環
境
、
育
ち
、
我

慢
を
強
い
て
き
た
育
て
方

を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
根
底
に
あ
り
ま
す
。『
今

日
は
我
慢
し
て
明
日
の
た

め
に
』
と
い
う
考
え
は
薄

く
、
今
が
楽
し
い
か
ど
う

か
な
ん
で
す
ね
」

　

保
護
司
に
な
っ
た
動
機

は
様
々
だ
。

　

池
田
会
長
の
場
合
は
３

代
続
け
て
保
護
司
を
務
め

て
い
る
。

　
「
世
襲
制
み
た
い
な
も

の
で
す
ね
。
お
祖
父
さ
ん

が
20
年
ぐ
ら
い
保
護
司
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
が
60

代
半
ば
の
時
に
な
っ
た
と

き
、
あ
る
人
が
定
年
で
や

め
る
の
で
、
後
を
や
っ
て

ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し

た
」

（
中
野
善
典
）

よ
う
に
し
て
店
口
へ
。
壁

に
バ
ン
ク
シ
ー
ば
り
の

ハ
ー
ト
の
絵
が
。青
と
赤
。

フ
ラ
ン
ス
の
国
旗
だ
。
店

名
は
Ｍ
Ａ
ｒ
ｃ
（
ま
る

く
）。

　

案
内
を
見
る
と
、
や
は

り
フ
レ
ン
チ
と
あ
る
。
店

内
に
入
る
と
巨
大
な
黒
板

に
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
描
か

れ
て
い
る
。

　

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
店

内
に
は
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
絵

が
架
け
ら
れ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
錯
覚

を
覚
え
た
。

　

ラ
ン
チ
の
メ
ニ
ュ
ー
を

見
る
と
、
３
、
０
０
０
円

と
５
、
０
０
０
円
の
２

コ
ー
ス
が
あ
る
。
前
者
を

頼
む
と
、斬
新
な
前
菜
が
。

一
口
含
ん
で
思
わ
ず
「
美

味
！
」
と
漏
ら
し
た
。
魚

と
肉
の
ダ
ブ
ル
メ
イ
ン
、

そ
し
て
イ
ン
ス
タ
映
え
す

る
デ
ザ
ー
ト
。

　
「
孤
独
の
グ
ル
メ
」
の

主
人
公
に
で
も
な
っ
た
気

分
で
「
い
い
店
を
見
つ
け

た
」
と
呟
い
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
真
川
俊
雄

さ
ん
（
51
）
は
不
動
産
業

を
営
む
傍
ら
、
こ
の
店
を

２
０
１
９
年
７
月
７
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
軽
い
気

持
ち
で
オ
ー
プ
ン
し
た
も

の
の
、
半
年
後
に
コ
ロ
ナ

に
。
店
を
閉
め
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
も

開
け
た
り
閉
じ
た
り
の
繰

り
返
し
。

　

音
楽
宣
教
師
と
し
て
活

躍
す
る
米
国
オ
ハ
イ
オ
州

出
身
で
八
尾
市
在
住
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
ド
リ
ー
ン
・

ア
イ
ビ
ー
さ
ん
（
67
）
が

し
な
や
か
な
タ
ッ
チ
で
心

癒
さ
れ
る
演
奏
を
披
露
し

た
。

　

そ
の
後
、
ハ
ン
ガ
ー
ゼ

ロ
（
一
般
財
団
法
人
日
本

国
際
飢
餓
対
策
機
構
）
大

阪
事
務
所
＝
八
尾
市
弓
削

町
３
―
74
―
１
＝
の
申
玉

澈
さ
ん
（
56
）
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
活
動
報
告
を

行
っ
た
。
３
月
21
日
か
ら

４
月
６
日
ま
で
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

の
生
活
支
援
を
行
っ
た
申

さ
ん
の
報
告
は
生
々
し

く
、
参
加
者
の
心
に
突
き

刺
さ
っ
た
。
寒
い
な
か
戦

禍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
逃

れ
て
き
た
人
た
ち
は
一
様

に
疲
れ
、
不
安
な
気
持
ち

で
震
え
て
い
た
。
ヘ
ア

カ
ッ
ト
や
手
品
・
人
形
劇
、

ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
り
癒
さ

れ
笑
顔
を
取
り
戻
す
避
難

民
の
様
子
に
も
触
れ
た
。

ま
た
、
食
べ
物
は
あ
る
も

の
の
食
器
が
不
足
し
て
お

り
、
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
皿
洗
い
に
明
け
暮
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
。

　

最
後
に
、
ア
フ
リ
カ
の

貧
し
い
人
た
ち
へ
も
波
及

し
て
い
る
問
題
に
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
の
小
麦
が
届

か
ず
、
飢
餓
が
広
が
っ
て

い
る
と
い
う
。
日
本
も
他

人
事
で
な
い
と
申
さ
ん
は

結
ん
だ
。

　

小
学
新
１
年
生
、
２
年

生
を
対
象
に
し
た
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
14
日

に
大
阪
府
中
部
広
域
防
災

拠
点
体
育
館
（
八
尾
市
空

港
１
）
で
開
か
れ
た
。
午

前
、
午
後
そ
れ
ぞ
れ
２
時

間
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
の
楽
し

さ
を
体
験
し
た
。
主
催
は

キ
ッ
ズ
・
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

in
八
尾
実
行
委
員
会
。

　

準
備
体
操
し
て
か
ら
投

げ
た
り
打
っ
た
り
の
練
習

を
し
、
そ
の
後
半
々
に
分

か
れ
て
ゲ
ー
ム
を
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
体
を
動
か
す
こ

と
が
少
な
い
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
日
と
ば
か
り
に

駆
け
回
り
、
汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
っ
て
い
た
。

　

５
月
は
消

費
者
月
間
。

特
殊
詐
欺
等

の
被
害
防
止

街
頭
啓
発
が

八
尾
市
消
費

問
題
研
究
会

に
よ
っ
て
５

月
９
日
に
ア

リ
オ
八
尾

（
八
尾
市
光

町
２
）
で
行

わ
れ
た
。

　

市
役
所
の
職
員
に
な
り

す
ま
し
て
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
誘
導
し
、
電
話
で
話
し

な
が
ら
い
つ
の
間
に
か
お

金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
詐
欺
が
多

発
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
電
話
を
し

て
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
、「
職
員
と
名
乗
る
方

か
ら
の
電
話
な
ど
で
は
な

い
で
す
か
」
と
一
声
か
け

て
く
だ
さ
い
と
訴
え
て
い

た
。

八
尾
市
消
費
問
題
研
究
会

特
殊
詐
欺
等
の
被
害
防
止
街
頭
啓
発

ア
リ
オ
八
尾
で

チラシを配る八尾市消費問題研究会会員

イ ベ ン ト 情 報

　初めてキリル文字やウクライナ語に触れる人を対象に、簡単
な挨拶や基本的なフレーズから学ぶ講座です。また、言語の学
習だけでなく、文化や習慣などについての理解も深めます。

講　師：オクサーナ・コベリャンスカ（キーウ国立大学日本語学科講師）
日　時：①６月 16日②６月 23日③６月 30日

④７月 14日⑤７月 21日⑥７月 28日
⑦８月 18日⑧８月 25日⑨９月１日⑩９月８日
各木曜日　19 時～ 20時 30分

場　所：八尾市公園管理事務所・研修室（八尾市本町 3-9-7）
 （近鉄八尾駅から徒歩 10分／ JR八尾駅から徒歩約 15分）
対　象：16歳以上・初めてウクライナ語を学習する人
定　員：18人（申込み順・最少開催人数５人）
参加費：10,000 円（消費税込み）※初回時にお支払いください
申込み：TEL 072-924-3331　６月 12日（日）まで
主　催：公益財団法人八尾市国際交流センター

ウクライナ語講座（全10回）
～ひとことで広がるコミュニケーション～

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
の
楽
し
さ
体
験

ボールに慣れる練習をする子どもたち

　

懸
命
に
働
く
従
業
員
た

ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、

店
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

ず
、
耐
え
に
耐
え
て
な
ん

と
か
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え

た
。

　

会
計
事
務
所
で
働
い
た

経
験
を
活
か
し
法
人
相

手
の
保
険
業
も

営
ん
で
い
る
の

で
店
を
潰
さ
ず

に
済
ん
だ
と
振

り
返
る
真
川
さ

ん
。

　

今
年
７
月
で

３
周
年
。「
美

味
し
い
フ
レ
ン

チ
を
提
供
し
、

皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
意
気

込
み
を
見
せ
る
。
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
も
務
め
る
真
川
さ

ん
が
作
る
ハ
イ
ボ
ー
ル
と

ジ
ン
ト
ニ
ッ
ク
は
評
判
が

い
い
。
22
時
〜
24
時
の

バ
ー
タ
イ
ム
も
再
開
す
る

予
定
だ
。

八尾市北本町２-15-32
TEL 072 - 924 - 3377
モーニング　 ９時～11時
ランチ　　 11時～15時
ディナー　 18時～22時
バータイム　22時～24時
定休日　月曜日・火曜日

フレンチ ＭＡｒｃ（まるく）

おしゃれな入り口にオープンテラス席も

熱演するドリーン・アイビーさん

ウクライナ支援活動報告をする申玉澈さんテーブルと椅子にもこだわりが感じられる

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
５
月
18
日
に
グ
レ
ー
ス
宣

教
会
大
聖
堂（
八
尾
市
東
山
本
新
町
１
―
15
）で
開
か
れ
約
１
０
０
人
が
集
ま
っ

た
。
主
催
は
グ
レ
ー
ス
宣
教
会
。

グ
レ
ー
ス
宣
教
会
大
聖
堂
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